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The title compound is of great interest from the viewpoint of the chirality and 

solvatochromism in the self-assembled oligomer. The flow microreactor systems improved 

the synthesis significantly and we clarified the formation of the cyclic trimer. Addition of 

DMAP to the solution of 1 in chloroform produced the color change from red to violet. The 

color change due to self-assembly and DMAP complexation are supported by DFT 

calculations. 
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表題化合物1が形成する会合体は、キラリティーやソルバト

クロミズムなどの観点から興味がもたれる。合成は相当する臭

素体に、n-ブチルリチウムとジエチルメトキシボランをフロー

マイクロ法により反応させ行った。得られた1は11B NMR、

ESIMSスペクトルなどから、環状3量体を形成していると考え

られる。吸収波長は532 nm（赤色）で、非会合性のピナコラト

ボリル体2（λmax: 588 nm, 青色）に比べ、約50 nm短波長に観測

された。 

1 のクロロホルム溶液に DMAP のクロロ

ホルム濃厚溶液を加えると、吸収波長は 549 

nm（紫色）と長波長シフトし、等吸収点が

587 nm に観測された（Figure 1）。得られた

生成物の NMR、ESIMSスペクトルから、環

状 3 量体は崩れ 1・DMAP 錯体が生じたと

考えられる。1の自己集合による短波長シフ

トおよびDMAP配位による長波長シフトは、

DFT計算によっても支持された。 

                   Figure 1 Color Change of 1 upon the addition of DMAP. 
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